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用はなく，髄液濃度は径口投与後 2~4 時間では可
成りの高値を示した。次いで， (体重 kg当り同量を 
投与した場合〉成人と比較し，乳児の血中濃度に著
明な低値を認め，これは 2時間値及び 4時間値では
推計学的に有意で、あった。量的関係では，乳児K成
人の略々1.5倍を!投与した場合に同程度の血中濃度
を認めたが，乙れは体表面積による投与量設定では
略々 1平方米当り同量である。したがって INAH
の投薬量は体表面積を基準として投与するのが妥当
と考えられる。 
10) 血液成分の季節的変動について

石橋 祝
 
3--11才のー施設児童32名について血液成分の季
こ。T節的変動を測定し，次の如き結果を得 
血清 Na: 夏8月に低く，冬季に上昇する変動曲
線を示す。血清 K: Na同様8月に低く冬季上昇す
る。血清 Ca: 夏檎々高値を示す。ヘマトクリット
値:夏低く水血症の傾向を呈す。血球 K: 5並 11
月比低く， 7並 1月に高い。以上いずれの変動曲線
も最高最低は推計学的に危険率 1或は 5%以下で有
意の差がある。
白血球総数: 夏季 lζ低下し，春秋に上昇する。
好中球(百分比): 春秋に増加夏季減少する。リン
パ球: 春秋 K減少，夏季増加の変動を示し好中球
と全く相反している。好酸球: 春から夏にかけて
上昇し，秋に低下する。以上夫々推計学的に最高最
低は危険率 1或は :5%以下で、有意の変動を示した。
推計学的に変動係数を算出すると，年間値では好
買序)1のK，並血清Kリンパ球，血球酸球，好中球， 
で多く，白血球総数は最も少い。上記血液像並Ir.K 
濃度は季節変化lとより変動しやすく且値が分散しや
すい事が判明した。
原島法lとより自律神経系の緊張度をみると夏季に
ワゴトニーに，冬季に交感神経緊張に傾く事も推察 
された。 
11) 小児耳下腺唾液 Na.K量に関する研究

吉田 亮，。山口利一郎
 
正常小児耳下腺唾液流出量 (3.6士0.5cc)Na量
(4.4::!:0.3 mEqjL)はピロカル.ピン刺激K依り増加
し， 14.7士1.4cc及び 22.9士0.5mEqjLK達する。 K 
量は刺激前 (28.2土1.2mEqjL)後 (17.3::!:0.8mEv 
jL)で梢々減少した。急性腎炎小児では流出量(1.4
土0.3cc) Na量 (9.5土2.4mEqjL)で梢々濃縮され
ているが，ピロカルピン刺激により Na濃度 (6.9士
2.0mEqjL)の増加は正常小児程著明ではなく，刺
激前後の Na濃度の比は(後/前〉正常小児 9.5土1.8
倍，腎炎小児1.0 6::!: 0.03倍であった。之が腎炎小児
の治癒期になると 3.9土0.9倍で，病状の経過ピロカ
ルピン刺激後の Na濃度の増加率がかなり一致する
様に思われた。
12) 低コリン食飼育白鼠に於ける赤痢菌内毒素毒
性による形態学的観察
上原す Y子，。関谷晴子
幼若白鼠をコリン欠乏食及び添加食で各群lζっき 
2群ずつ飼育，飼育 12日後各々の 1群はそのまま， 
他群は Shigella丑exnerii2 b内毒素添加後麗殺解
剖，組織学的iζ検索した。
コリン欠乏群氏於ては 54%が飼育期間中に死亡，
他方添加若手では 4%で僅かであった。
コリン欠乏群と添加群を比較すると変化は主とし
‘て欠之群Kみとめられ臓器の機能低下像として表わ
れ叉全身諸臓器K出血傾向をみとめたが肝及び腎に
於て特にその変化が著明であった。内毒素添加によ
つては組織の変性，壊死，出血，破壊等がみとめら
れるが特にコリン欠乏食+内毒素添加群に於て両者
が相乗され最も強い変化をみとめた。これら所見は
先K当教室の研究K於てみられた低コリン白鼠K於
ける血管のアドレナリン感受性の充進と合せ考え非
常に興味ある事と思われる。
13) 疫痢に於ける Acetylcholine(Ach)動態に
関する研究
船橋 茂
わ健康λ血中 Ach量は，小児期では，成人に
比し高値であり，平均は略々 2倍で 18.4rjdlであ
った。小児各期の Ach量は幼児期比低減傾向をみ
Tこ。
2) 疫痢 8例の病初期 Ach量は 5.4rjdl .(平均〉
と低下し，快復例では症状緩解と共に正常lと戻った。 
3) 赤痢，消化不良症，大腸炎では，その経過中 
Ach量は正常範囲内にあった。
的家兎で行った，赤痢菌内毒素の Ach Ir.及ぼ 
す影響は，投与後3時間で，全例有意の減少を認め
tこ。，
5) 白鼠の臓器 Ach量を同時に検索したが，対照 
臓器 Ach量は，脳髄質，皮質，肝の順で低い。年令
的には血液と同じく幼若群に高値である。
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6) 赤痢菌内毒素の影響をみるに，成熟群肝 Ach 摂取率をそれぞれ第 1相J131摂取率， 24時間尿を第
量の増加を例外とし，各臓器l乙減少を認めた。乙れ 1相尿と名づけ，叉，充分間隔をおき，午後8時に
等所見は疫痢の赤痢菌内毒素の役割及び交感神経過 p31を静注し， 12時間， 24時間後のJl31摂取率をそ
緊張症状，及び脂肪肝発生に資し得るものと思われ れぞれ第E相 p31摂取率， 24時間尿を第E相尿とす
る。 れば，正常児6例の p31摂取率では 1例を除き，第 
14) 疫痢に関する統計的観察
E相 p31摂取率の方が 12時間， 24時間共に高く，
 
10例の正常児では，第 1相尿中 p31排世率の方が第
 
片桐純也
E相尿より高く，いづれも推計学的に有意の差を認
昭和24年より昭和 33年の聞に当科に入院せる疫 めた。
痢 49例，赤痢 272例に就き臨床統計的観察を行つ 単純性甲状腺腫比シンチグラムを応用し，腫癌に
た。疫痢・赤痢共2---4才の者K多かったが，疫痢 一致した像を得た。小児の単純性甲状腺腫の腺腫型
は7才以後の者は無かったが赤痢は全年令K見られ は年令的K推計するものもあり，早期発見，早期治
た。季節的には両者共 6---9月K多かったが，赤痢 療，更に経過観察lζ重要で，シンチグラムの役割は
の発生を見ない月はなかった。最高体温は疫痢では 大であると考える。 
39--400Cの聞の者が多かったが， 赤痢では大多数
が 37~390C の間にあった。最高脈揮は疫痢では 140， 17) V. D.不応性倫偉病に於ける v.D. AT10， 
赤痢では 120の者が最多数であった。最高体温時脈 パロチン治療の塩類代謝に及ぼす影響
持数を見るに疫痢では熱lζ比例せざる強度の頻脈を 中島博徳，望月 倣，
示す例が多かった。ショック症状発現頻度は疫痢lζ 。鈴木周一，上牧順三
はるかに高く，四肢廠冷 91.8%，チアノーゼ 89.8%， 我々は各種 V.D.不応性向偉病の 6例に就き無治
痘筆 87.8%等々であった。尿アセトン陽性率は疫痢 療， V. D.60万連日， V.D. 60万ノTロチン 3mg週 
79.5%，赤痢 16.1%，尿蛋白陽性率は疫痢 77.5%，赤 2回併用， AT10 1.0cc連日投与の各治療期間中K
こ。7於ける塩類出納代謝研究を行い次の結果を得・で疫痢に於ける毛細血管透過性の充進が20.6%痢 
尿蛋白出現頻度の高い一因であるかもしれない。 Lightwood-Albright型，高燐性腎性向偉病では以上
15) 教室に於ける最近年間の内分泌疾患の統計 の各種薬剤が有効であったとは思われなかったが，

中島博徳，望月 仮， 燐尿崩症では V.D.大量連日では吸収は P，Ca共に

鈴木周一。上牧順三， 好転するがPの蓄積の反って悪化するもの，血清Ca

石井博 の過上昇を来すもの等もあったが， V.D.パロチン

併用週2回投与では V.D.連日投与に略々近い P，
 
昭和 24年 1月 1日より，昭和 34年 10月 16日迄 
Caの蓄積効果があり而も危険な血清Caの過上昇を

K当教室を訪れた，内分泌疾患々者に就き調査した。
来すものは見られなかった。 AT10はP，Caの吸収
患者は 202例で，外来患者総数の 0.6%，内3 入院患
蓄積共に前二者に比し多少劣っていた。
者は 92例で，入院患者総数の 2.5%Iζ当る。疾患別 
では，甲状腺疾患が最も多く，次いで，胎児性軟骨 18) K喪失性腎炎の 1例 t語
異栄養症，肥併症の順となる。患者年令は学童期が 望月 仮，島崎淳(皮泌科)
最も多く，幼児期，思春期，乳児期の順であり，発 
K喪失性腎炎及び原発性アルドステロン症の小児
病年令は，先天性及び乳児期が多く，次いで学童期，
例は未だ十指K満Tこず，本邦に於ては未だ報告例を
幼児期，思春期の順となる。乙の様l乙発病年令が早
原沿いn
期のものが多く，初診時の患者年令が学童期になっ 一
患者は
ー
10才の少女， 2年来の週期性四肢麻痔，極
て多くなるととは，内分泌疾患の早期発見が困難な
度のるい痩，多飲多尿を主訴としト血清Kは1.13
るζとを示唆し，今後，本疾患に対する早期診断， 
meq/lと低下，
-
Na.Clは高く， P.Caは低く，静脈
治療を行う体形を整えることが急務と考えられる。
血 CO2量 40.2Vol %， pH7.23と柏々低く，尿中 17 
16) 小児甲状腺機能検査知見 KS4.75mg，尿中アJレドステロン 7.6μgと共に柏 
々
中島博徳。石井 博 高く，唾液Na/K比の低下 (0.11)あり，血圧正常。
 
p31を午前八時に静注し， 12時間， 24時間後の p31 尿量は平均 1日3立，低調尿，蛋白(十)，尿中陽イオ
 
